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日本全国の土砂生産強度と砂浜の現状との関係
Relationship between sediment production and beach formation in Japan
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砂浜は荒天時に波のエネルギーを減衰する防災機能を有すると同時に，豊かな生態系を育み，人々のリクリ
エーションや憩いの場を提供するなどの環境・利用機能を持ち合わせた貴重な空間である．しかし，戦後，国
土保全のための整備が急速に進められ，これに伴う流砂系の遮断により，全国各地で砂浜が急速に侵食され
た．本研究では，全国の土砂生産強度分布を海岸の沿岸区分別の流域にわけ，これと1950年頃から1990年頃に
かけての沿岸区分別の砂浜幅の変化を比較することで，山地から河川，そして海岸までの土砂輸送に起因する
土砂生産強度と砂浜幅変化との関係に関する現状分析を行う．
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